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到達目標
(ア)d'Alembertの原理を理解し，各振動問題に対する動的なつり合い式を正しく立てることができる。
(イ)一自由度系の振動について，その振動解に関する基本的な物理量（固有周期，位相，振幅など）を具体に求めることができる。
(ウ)二自由度系の振動について，その振動解に関する物理量の求め方を理解している。
(エ)多自由度系の振動について，その振動解析法（モーダルアナリシス）の概要を理解している。
(オ)弾性棒の縦振動，弾性はりの横振動の微分方程式を誘導し，これらの基本的な解法を理解している。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
各振動問題に対する動的なつり合
い式を正確に立て，これを正しく
解くことができる。

各振動問題に対する動的なつり合
い式を立てることができる。

各振動問題に対する動的なつり合
い式を立てることができない。

評価項目2
一自由度系の振動について，その
振動解に関する基本的な物理量
（固有周期，位相，振幅など）を
具体に求めることができる。

一自由度系の振動について，その
振動解に関する基本的な解法，知
識について理解している。

一自由度系の振動について，その
振動解に関する基本的な解法，知
識について理解していない。

評価項目3
多自由度系の振動について，その
振動解に関する物理量の求め方を
理解している。

多自由度系の振動について，その
振動解に関する基本的な解法につ
いて理解している。

多自由度系の振動について，その
振動解に関する基本的な解法につ
いて理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B2 工学の基礎理論に裏打ちされた専門知識を身につける
JABEE d 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力
本校教育目標 ② 基礎学力
教育方法等

概要

我が国は地震大国であり，近年の我が国の土木構造物には大きな地震にも耐えうるような設計（耐震設計）がなされて
おり，この耐震設計法を熟知することは現在の設計技術者にとってたいへん重要である。現在の耐震設計法を熟知する
ためには，本科で学んだ静的な荷重を受ける構造物の解析法に加え，さらに，動的な荷重を受ける構造物の解析法に関
する基礎知識の修得が必要不可欠である。本講義では，構造物の振動による応答変位を算定するための基礎的な手法に
ついて学ぶことを主な目的とする。

授業の進め方・方法
注意点
選択必修の種別・旧カリ科目名
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 d'Alembertの原理，一自由度系の自由振動（非減衰
）（課題：自由振動の例題）

d'Alembertの原理，一自由度系の自由振動（非減衰
）について理解する。

2週 d'Alembertの原理，一自由度系の自由振動（非減衰
）（課題：自由振動の例題）

d'Alembertの原理，一自由度系の自由振動（非減衰
）について練習問題を通じて理解する。

3週 減衰のある一自由度系の自由振動（課題：減衰自由振
動の例題）

減衰のある一自由度系の自由振動の解法について理解
する。

4週 減衰のある一自由度系の自由振動（課題：減衰自由振
動の例題）

練習問題を通じて，減衰のある一自由度系の自由振動
の解法について理解する。

5週 強制外力を受ける一自由度系の振動（調和外力，任意
外力）（課題：強制振動の例題）

強制外力のある一自由度系の自由振動の解法，特徴に
ついて理解する。

6週 強制外力を受ける一自由度系の振動（調和外力，任意
外力）（課題：強制振動の例題）

練習問題を通じて，強制外力のある一自由度系の自由
振動の解法，特徴について理解する。

7週 二自由度系の振動（課題：二自由度系振動の例題） 二自由度系の振動問題の運動方程式のたて方について
理解する。

8週 二自由度系の振動（課題：二自由度系振動の例題） 二自由度系の振動問題の運動方程式の解き方にについ
て理解する。

4thQ

9週 二自由度系の振動（課題：二自由度系振動の例題） 練習問題を通じて，二自由度系の振動問題の運動方程
式の解き方にについてより深く理解する。

10週 二自由度系の振動（課題：二自由度系振動の例題） 練習問題を通じて，二自由度系の振動問題の運動方程
式の解き方にについてより深く理解する。

11週 モーダルアナリシスによる多自由度系の振動解析法
（課題：具体的な他自由度振動の例題） 多自由度系の運動方程式のたて方について理解する。

12週 モーダルアナリシスによる多自由度系の振動解析法
（課題：具体的な他自由度振動の例題）

モーダルアナリシスによる多自由度系の運動方程式の
解き方について理解する。

13週 モーダルアナリシスによる多自由度系の振動解析法
（課題：具体的な他自由度振動の例題）

例題を通してモーダルアナリシスによる多自由度系の
運動方程式の解き方について理解する。

14週 棒の縦振動，はりの曲げ振動（課題：具体的なはりの
曲げ振動の例題）

棒の縦振動問題に対する運動方程式のたて方およびそ
の解法について理解する。

15週 棒の縦振動，はりの曲げ振動（課題：具体的なはりの
曲げ振動の例題）

はりの曲げ振動問題に対する運動方程式のたて方およ
びその解法について理解する。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間試験 定期試験 課題 合計
総合評価割合 30 45 25 100
専門的能力 30 45 25 100


